
広がれ!広がれ! ～中核機関の実践～

地域のひろば

１．広報・啓発活動
市民や関係機関に対して権利擁護活動の広報を行っ

ています。
・センターニュースの発行（年2回）
・�関係事業所向けに、成年後見制度の普及度に関するア
ンケートを実施

４．各種講座の開催
弁護士や司法書士を講師に招き、権利擁護

に関する講座を開催しています。
・�意思決定支援について�
（福祉専門職向けオンライン講座）
・�成年後見制度の利用方法などについて�
（市民公開講座/個別相談会も同時開催）

２．センター職員による相談
親族による成年後見制度申立ての相談が増

えています。
・�市民から相談を受け、日常生活自立支援事業
や成年後見制度を紹介し、必要に応じて利用
につなぐ
・制度への疑問に関する相談対応など

中核機関の事業内容

５．権利擁護チームへの支援
第二期計画では、本人を支援する権利擁護チームの形

成や自立に向けたサポートが、中核機関に求められてい
ます。既存の担当者会議やケースカンファレンスの中で、
成年後見制度が関係する場合などには、市社協からも参
加し、制度説明を行い、利用の必要性について共に検討し
ています。

３．専門職（弁護士）による相談３．専門職（弁護士）による相談
　相談業務を行う関係機関向け
の相談窓口として、弁護士による
相談コーナー（月1回）を設置し
ています。また、ニーズの高まりを
受け、親族後見人からの相談にも
対応しています。

す
す
む
権
利
擁
護
支
援

「
自
分
た
ち
が
成
年
後
見
制
度
の
実
務
に
携

わ
っ
て
い
か
な
い
と
」と
い
う
思
い
か
ら
、市
社

協
の
権
利
擁
護
・
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
と
し
て
、平
成
23
年
度
に
法
人
後
見

事
業
を
ス
タ
ー
ト
。平
成
24
年
度
か
ら
は
市
民

後
見
人
の
養
成
・
活
動
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
は
権
利
擁
護
支
援
の
中
核
機

関
を
市
か
ら
受
託
し
ま
し
た
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
支
援

府
内
の
市
町
村
社
協
は
、平
成
11
年
度
か
ら

成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
保
佐
や
補
助
に
相
当

す
る
よ
う
な
方
々
を
支
援
す
る
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、権
利
擁

護
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
社
協
で
は
、本
人
の
判
断
能
力
の
低
下
が

す
す
み
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
で
の
対
応

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、市
に
市
長
申
立
て
の

相
談
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
市
に
も
必

要
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
も
ら
え
て
お
り
、

以
前
よ
り
も
市
長
申
立
て
が
増
え
て
い
る
」と

話
し
ま
す
。令
和
３
年
度
は
47
件
の
市
長
申
立

て
が
あ
り
ま
し
た
。

相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、
「
最
初
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
て
い
ね
い
に
」と
心
が
け
、
「
い
た
だ
い

た
相
談
電
話
を
い
か
に
必
要
な
制
度
や
事
業
に

つ
な
い
で
い
く
か
」を
意
識
し
て
い
ま
す
。

一
方
、意
思
決
定
支
援
の
難
し
さ
に
つ
い
て

は
、
「
本
人
の
気
も
ち
を
優
先
す
る
と
、結
果

的
に
生
活
が
破
綻
し
て
し
ま
う
方
も
い
る
の
で
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
相
談
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。

社
協
と
行
政
の
協
働

　
市
社
協
は
、
「
行
政
が
方
向
性
な
ど
大
き
な

枠
を
検
討
し
、社
協
が
現
場
で
実
践
す
る
の
で
、

行
政
と
社
協
と
の
日
々
の
関
係
性
が
い
ち
ば
ん

大
事
」と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、豊
中
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

部
会
を
年
に
数
回
開
催
し
、弁
護
士
、社
会
福

祉
士
、司
法
書
士
や
関
係
機
関
の
参
画
の
も
と
、

市
全
体
の
権
利
擁
護
支
援
の
方
向
性
、仕
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画
を
盛

り
込
ん
だ
地
域
福
祉
計
画
も
策
定
中
で
す
。

　「
今
後
、権
利
擁
護
は
注
目
さ
れ
て
ニ
ー
ズ

も
高
ま
る
の
で
、
中
核
機
関
の
役
割
が
大
き

く
な
る
。言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、言
葉

は
知
っ
て
い
て
も
制
度
は
知
ら
な
い
な
ど
、認

知
度
に
差
が
あ
る
た
め
、認
知
度
の
段
階
に

あ
わ
せ
た
広
報
が
必
要
。潜
在
的
な
需
要
に

対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
市
社
協
と
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
い
き
た
い
」と
市
は
考
え
て
い

ま
す
。

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
に
基
づ
く
第
二
期
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画（
以
下
、第
二
期

計
画
）が
、令
和
4
年
4
月
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

第
二
期
計
画
で
は
、権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
示
さ
れ
て
お
り
、そ
の
た
め

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う
中
核
的
な
機
関
や
体
制
の
こ
と
を“
中
核
機
関
”と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、認
知
症
や
障
が
い
に
よ
っ
て
、生
活
や
財
産
管
理
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
の
権
利
擁
護
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、豊
中
市（
以
下
、市
）福
祉
部
地
域
共
生
課
の
良

り
ょ
う

本も
と

弘ひ
ろ

和か
ず

主
幹
、宮み
や

塚つ
か

晶し
ょ
う

子こ

氏
、豊
中

市
社
協（
以
下
、市
社
協
）の
飯い

い
野の

哲て
つ

生お

事
務
局
次
長
、三み

木き

隆た
か

弘ひ
ろ

権
利
擁
護
・
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

親
族
後
見
人
の
支
援
と

親
族
後
見
人
の
支
援
と

相
談
者
の
待
機
解
消

相
談
者
の
待
機
解
消

　
今
後
に
向
け
、市
社
協
は「
親
族
後
見
人

の
活
動
状
況
が
見
え
づ
ら
い
。ニ
ー
ズ
を
い
か

に
キ
ャ
ッ
チ
し
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
、ま
た
、本
人
の
権
利
が
本
当
に
護

ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、親
族
後

見
人
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
」と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
で
は
相

談
件
数
が
多
く
待
機
が
発
生
し
て
お
り
、そ

の
対
応
も
課
題
。さ
ら
に
、市
民
後
見
人
の
充

足
や
活
動
機
会
の
確
保
に
向
け
て
も
取
り
組

む
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談・利
用
を

　「
成
年
後
見
制
度
や
権
利
擁
護
は
難
し

く
、ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、

気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
、必
要
で
あ
れ

ば
使
っ
て
い
く
制
度
な
ん
だ
と
い
う
認
識
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、日
ご

ろ
か
ら
つ
な
が
り
の
あ
る
民
生
委
員
や
校
区

福
祉
委
員
、当
事
者
団
体
な
ど
へ
の
働
き
か

け
や
説
明
も
重
要
。市
社
協
が
中
核
機
関
で

あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
や
、メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」と
、市
社
協

は
考
え
て
い
ま
す
。

府内43市町村のうち、中核機関を設置しているのは11市（令和４年12月現在）です。今後
設置していく32市町村と共に、府内全域における権利擁護体制の強化に向け、府社協権利
擁護推進室は府と連携して取り組んでいきます。

左から 宮塚さん、良本さん、三木さん、飯野さん
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